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川
﨑
信
文 

先
生
―
そ
の
人
と
学
問

森　

邊　

成　

一

　

川
﨑
信
文
先
生
は
、
平
成
二
九
年
三
月
末
を
も
っ
て
、
定
年
に
よ
り
広
島
大
学
社
会
科
学
研
究
科
を
退
職
さ
れ
た
。
一
九
八
三
（
昭
和

五
八
）
年
に
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
て
か
ら
、
三
四
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
本
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
川
﨑
先
生
は
、

広
島
大
学
が
統
合
移
転
し
た
、
現
東
広
島
市
、
旧
西
条
町
に
生
ま
れ
、
法
学
部
の
前
身
で
あ
る
旧
広
島
大
学
政
経
学
部
を
卒
業
さ
れ
た
。

ま
さ
に
、
大
学
の
位
置
す
る
地
域
社
会
に
深
く
根
ざ
し
、
清
新
に
し
て
質
実
と
い
わ
れ
た
広
島
大
学
法
学
部
の
校
風
を
、
そ
の
身
を
以
て

体
現
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
．

　

学
生
時
代
は
、
学
友
た
ち
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
に
打
ち
興
じ
、
良
く
遊
び
、
今
日
に
続
く
親
交
を
深
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
北
西
允

教
授
や
今
中
比
呂
志
教
授
な
ど
政
治
関
係
の
先
生
方
の
薫
陶
を
受
け
ら
れ
、政
治
学
に
関
心
を
深
め
て
い
く
学
生
だ
っ
た
と
い
う
。そ
し
て
、

学
部
ゼ
ミ
指
導
教
官
で
あ
っ
た
北
西
先
生
の
助
言
も
あ
っ
て
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
の
横
越
英
一
氏
の
門
を
た
た
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

後
に
、
教
官
と
し
て
広
大
に
着
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
そ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
役
立
つ
こ
と
と
な
る
。
東
広
島
移
転
前
の
（
広
島
市
中
区
）

東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
昼
休
み
を
利
用
し
て
、
法
学
部
経
済
学
部
教
員
と
事
務
職
員
と
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
が
行
わ
れ
て
い
た
。

教
員
チ
ー
ム
は
、
そ
の
名
を
ウ
エ
ン
ズ
デ
ー
と
い
う
。
毎
週
水
曜
日
に
そ
の
試
合
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
こ
の
対
抗
戦
、
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実
に
本
格
的
な
も
の
で
、
労
働
法
の
辻
氏
や
、
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
投
法
の
憲
法
・
阪
本
氏
の
剛
速
球
を
苦
も
な
く
受
け
止
め
て
い
た
の
が
、

川
﨑
捕
手
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
強
打
者
で
あ
り
、
内
外
野
に
鋭
い
打
球
を
飛
ば
さ
れ
、
首
位
打
者
の
栄
冠
に
輝
い
た
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
の
資
質
の
故
か
、
後
に
偶
然
か
ら
体
育
会
硬
式
野
球
部
の
部
長
に
就
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
長
く

野
球
部
を
育
て
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
功
労
に
よ
り
、
二
〇
一
七
年
二
月
に
は
広
島
大
学
体
育
会
同
窓
会
・
皇
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

二
〇
〇
九
年
、
広
島
六
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
で
、
県
下
の
強
豪
私
学
を
押
さ
え
て
、
優
勝
し
た
際
に
は
、
満
面
の
笑
み
を
た
た
え
て
、

そ
の
健
闘
を
お
話
く
だ
さ
っ
た
の
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
後
（
二
〇
一
一
年
）
に
、
体
育
会
を
含
む
学
生
生
活
を
管
轄
す
る
学
生
支
援
担

当
の
副
学
長
に
就
任
さ
れ
た
の
は
、ま
さ
に
適
役
で
あ
っ
た
。
常
に
要
の
位
置
に
あ
り
、そ
の
が
っ
し
り
と
し
た
体
格
で
全
て
を
受
け
止
め
、

ぶ
れ
る
こ
と
の
な
い
安
定
感
が
、
皆
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　　

法
学
部
で
は
、「
行
政
学
」
を
講
じ
ら
れ
た
。
こ
の
行
政
学
講
義
は
、
西
尾
勝
氏
な
ど
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
教
科
書
を
採
用
す
る
、
真

正
面
か
ら
の
講
義
で
あ
っ
た
が
、
他
方
、
川
﨑
先
生
作
成
に
か
か
る
レ
ジ
ュ
メ
に
は
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
、
行
政
事
例

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
満
載
で
、
読
み
物
と
し
て
も
面
白
い
も
の
で
あ
り
、
理
論
と
現
実
を
往
来
し
な
が
ら
、
立
体
的
な
講
義
が
展
開
さ
れ
て

い
た
も
の
と
拝
察
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
行
政
学
ゼ
ミ
は
、
法
学
部
の
人
気
ゼ
ミ
で
、
二
学
年
で
十
数
名
〜
二
十
名
近
い
学
生
を
毎
年
集
め
て
い
た
。
先
生
は
、
し

ば
し
ば
ゼ
ミ
合
宿
や
ゼ
ミ
旅
行
に
同
行
さ
れ
、
ま
た
、
ゼ
ミ
連
主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
先
生
の
指
導
下
で
強
豪
チ
ー
ム
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
ま
た
、
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
時
代
と
そ
の
後
の
夜
間
主
コ
ー
ス
東
千
田
存
置
の
時
代
を
通
じ
て
、
校
門
を
出
て
ま
が
れ
ば
す

ぐ
の
某
居
酒
屋
で
は
、
夜
間
の
講
義
終
了
後
、
川
﨑
ゼ
ミ
を
中
心
に
、
講
義
受
講
者
等
出
入
り
自
由
の
コ
ン
パ
が
定
期
的
に
開
か
れ
て
い

た
と
い
う
。
現
役
の
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
飛
び
入
り
参
加
し
て
く
る
、
実
に
愉
快
な
会
合
だ
っ
た
と
学
生
は
話
し
て
く
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れ
た
。
さ
ら
に
、
川
﨑
先
生
は
、
大
学
院
教
育
に
お
い
て
も
、
手
腕
を
発
揮
さ
れ
た
。
学
部
か
ら
の
進
学
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
数
の
韓

国
人
・
中
国
人
留
学
生
や
社
会
人
学
生
な
ど
、
多
様
な
院
生
を
迎
え
入
れ
、
学
位
を
取
得
す
る
ま
で
、
丁
寧
に
指
導
さ
れ
た
。

　

定
年
退
職
に
際
し
て
、
川
﨑
先
生
は
、
学
部
公
式
の
最
終
講
義
は
ご
辞
退
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
ゼ
ミ
の
卒
業
生
が
主
催
し
て
、「
最

終
講
義
」
を
企
画
し
た
か
ら
で
あ
る
。
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
そ
の
「
最
終
講
義
」
に
は
、
多
数
の
卒
業
生
が
会
し
、
そ
の
後

の
謝
恩
会
に
集
っ
た
と
い
う
。
学
生
サ
イ
ド
か
ら
、
先
生
の
最
後
の
講
義
を
聞
き
た
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
は
、
何
と
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

ろ
う
か
。
学
生
を
大
切
に
し
、
学
生
に
愛
さ
れ
た
、
先
生
だ
っ
た
。

二
．

　

と
こ
ろ
で
、
広
島
大
学
政
経
学
部
を
卒
業
後
、
川
﨑
先
生
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
に
進
学
（
在
学
中
に
博
士

前
期
課
程
に
改
組
）
さ
れ
、
研
究
者
の
道
を
歩
み
だ
さ
れ
た
。
同
大
学
院
で
は
、
先
ず
横
越
英
一
氏
か
ら
政
治
学
・
政
治
理
論
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
ら
れ
た
。
横
越
先
生
は
、
ハ
ラ
ル
ド
・
ラ
ス
キ
の
紹
介
と
と
も
に
、
英
国
政
党
発
達
史
研
究
の
重
鎮
と
し
て
学
会
に
知
ら
れ
る

存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
た
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
を
基
礎
に
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
「
国
家
」

を
分
析
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
各
国
の
国
家
行
政
装
置
や
行
政
改
革
を
論
じ
た
、
田
口
富
久
治
氏
に
も
師
事
し
て
、
行
政
学
を
修
め
た
。

と
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
の
泰
斗
―
そ
の
視
野
は
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
か
ら
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
に
ま
で
及
ぶ
―
、
中
木
康
夫
氏
の
下

で
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
・
行
政
を
学
ば
れ
た
。
政
治
学
・
行
政
学
・
フ
ラ
ン
ス
政
治
の
優
れ
た
研
究
者
に
囲
ま
れ
、
川
﨑
先
生
は
、
苦
闘

し
つ
つ
も
自
ら
の
学
問
を
形
づ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
成
果
は
、
ド
ゴ
ー
ル
体
制
下
の
、
一
九
六
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
地
方
制
度
改
革
を
分
析
し
た
、
川
﨑
（
単
著
）「
フ
ラ
ン
ス
地
方
行

政
に
お
け
る
県
知
事
の
位
置
と
役
割
」（
田
口
富
久
治
編
『
主
要
諸
国
の
行
政
改
革
』
一
九
八
二
年
）
と
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
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域
改
革
―
一
九
六
四
年
改
革
の
成
立
と
展
開
―
」（『
法
政
論
集
』（
名
古
屋
大
学
）
第
九
五
号
一
九
八
三
年
）
と
に
な
っ
て
現
れ
た
。
伝

統
的
に
県
知
事
団
は
、
フ
ラ
ン
ス
地
方
政
治
・
行
政
の
要
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
つ
と
に
時
代
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
前
者

の
川
﨑
論
文
で
は
、
県
行
政
全
般
に
わ
た
る
合
理
化
を
目
指
す
改
革
の
中
に
、
県
知
事
を
位
置
づ
け
て
論
じ
。
後
者
の
論
文
で
は
、
地
域

経
済
開
発
の
領
域
に
お
け
る
地
域
（
レ
ジ
オ
ン
）
レ
ベ
ル
で
の
新
た
な
行
政
権
力
、「
地
域
知
事
」
等
の
形
成
に
よ
り
、
諸
県
知
事
や
中

央
官
庁
地
域
部
局
へ
の
統
制
を
行
い
、
地
域
レ
ベ
ル
で
公
共
投
資
計
画
を
調
整
・
総
合
化
し
よ
う
と
い
う
政
権
の
改
革
意
図
と
、
そ
の
挫

折
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
制
度
改
革
と
知
事
団
（
一
）（
二
・
完
）」（『
廣
島
法
学
』
第
十
一
巻
三
・
四
合
併
号
一
九
八
二
年
・

同
第
一
二
巻
四
号
一
九
八
三
年
）
に
お
い
て
、
社
会
党
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
下
で
の
一
九
八
二
年
地
方
制
度
改
革
を
論
じ
た
。
六
四
年
改
革

の
挫
折
を
、
克
服
し
よ
う
と
す
る
八
二
年
改
革
が
、
知
事
団
メ
ン
バ
ー
の
職
務
の
一
層
の
普
遍
化
を
も
た
ら
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の

論
文
の
学
術
的
意
義
は
、
学
界
で
広
く
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
年
に
お
い
て
地
方
自
治
・
地
方
財
政
研
究
に
最
も
優
れ
た
貢

献
を
な
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
、
川
﨑
先
生
は
、
東
京
市
政
調
査
会
（
現
後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所
）
よ
り
、
平
成
二
年
第

十
六
回
藤
田
賞
を
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

六
四
年
改
革
の
分
析
か
ら
、研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
川
﨑
先
生
は
、そ
の
後
も
、フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
域
レ
ベ
ル
の
広
域
自
治
体
（
レ

ジ
ョ
ン
）
へ
の
関
心
を
維
持
さ
れ
、「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
域
圏
（R

égion

）
の
現
状
と
課
題
（
一
）」（『
広
島
法
学
』
第
一
六
巻
第
三

号
一
九
九
三
年
）、「
レ
ジ
オ
ナ
リ
ス
ム
と
道
州
制
」（『
広
島
法
学
』
第
三
一
巻
第
二
号
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
の
一
連
の
研
究
を
発
表
さ
れ

続
け
た
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
研
究
活
動
の
中
で
、
川
﨑
先
生
は
、
一
九
九
四
年
六
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
末
日
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
ボ
ル
ド
ー
政

治
大
学
に
て
在
外
研
究
に
従
事
さ
れ
た
。
そ
こ
で
の
研
究
交
流
の
過
程
で
、
親
交
を
結
ば
れ
た
研
究
者
の
一
人
が
、
本
号
に
も
ご
寄
稿
い



17

た
だ
い
た
、
現
ア
キ
テ
ー
ヌ
州
大
学
・
高
等
教
育
研
究
機
関
共
同
体
（C

O
M

U
E d' A

quitaine

）
議
長
で
あ
り
、
元
・
ボ
ル
ド
ー
政
治
大

学
学
長
の
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ホ
フ
マ
ン 

‒ 

マ
ル
チ
ノ
氏
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
七
年
に
は
、
そ
の
マ
ル
チ
ノ
氏
を
含
む
二
名
の
ボ
ル
ド
ー

政
治
大
学
の
研
究
者
を
招
聘
し
、
川
﨑
先
生
の
差
配
の
下
、
日
本
人
討
論
者
（
大
山
礼
子
氏
・
鎌
田
司
氏
）
と
と
も
に
、「
地
方
分
権
と

道
州
制
に
関
す
る
日
仏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
広
島
県
や
地
元
経
済
諸
団
体
の
後
援
を
受
け
、
開
催
さ
れ
た
。
当
時
の
、
わ
が
国
に
お
け

る
道
州
制
改
革
推
進
の
機
運
の
隆
盛
に
呼
応
す
る
、実
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画
で
あ
る
と
同
時
に
、学
術
的
に
も
意
義
の
深
い
も
の
と
な
っ

た
。
一
二
〇
人
収
容
の
ホ
テ
ル
会
場
が
埋
ま
る
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
川
﨑
先
生
の
学
術
的
な
貢
献
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
制
度
改
革
研
究
以
外
に
も
、
翻
訳
を
通
じ
た
フ
ラ
ン
ス
政
治
・

行
政
の
紹
介
や
、
広
島
県
の
地
方
議
員
の
研
究
な
ど
、
紹
介
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
は
、
そ
れ
を
果
た
し
得

な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

三
、

　

最
後
に
、
川
﨑
先
生
は
、
そ
の
寄
せ
ら
れ
る
信
頼
の
深
さ
か
ら
、
大
学
の
内
外
で
、
枢
要
な
地
位
に
立
た
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

法
学
部
で
は
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
法
学
部
夜
間
部
主
事
と
な
ら
れ
た
。
九
五
年
度
末
の
昼
間
部
の
東
広
島
市
移
転
後
、
広
島

市
内
東
千
田
と
東
広
島
西
条
地
区
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
分
か
れ
、
教
員
の
大
半
が
東
千
田
に
不
在
と
な
る
よ
う
な
困
難
な
状
況
の
中
で
、
川

﨑
先
生
は
夜
間
部
の
教
育
体
制
を
整
備
さ
れ
、
責
任
者
と
し
て
夜
間
部
学
生
の
教
育
・
指
導
に
当
た
ら
れ
た
。
ま
た
、
国
立
大
学
が
国
立

大
学
法
人
に
改
組
さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
、
大
学
の
新
た
な
管
理
運
営
体
制
の
発
足
に
際
し
て
、
先
生
は
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
の
研
究

科
長
に
選
出
さ
れ
、
一
新
さ
れ
た
先
例
の
な
い
運
営
体
制
を
切
り
盛
り
さ
れ
た
。
特
に
、
法
学
部
・
経
済
学
部
・
大
学
院
独
立
専
攻
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
と
い
う
三
組
織
を
束
ね
る
社
会
科
学
研
究
科
に
あ
っ
て
、
そ
の
温
厚
な
人
柄
か
ら
、
そ
れ
ら
の
調
和
を
良
く
保
た
れ
、
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二
期
四
年
に
わ
た
り
、
要
職
を
務
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
〇
八
年
に
は
、
広
大
を
象
徴
す
る
大
学
の
附
置
研
究
機
関
で
あ
る
、
平
和
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
一
年
、
広
島
大
学
副
学
長
と
し
て
、
主
に
学
生
生
活
関
係
を
担
当
さ
れ
、
大
学
全
体
の
管

理
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
。
長
ら
く
体
育
会
硬
式
野
球
部
の
部
長
と
し
て
、
学
生
の
課
外
活
動
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先
生
に
は
適
任
の
ポ

ス
ト
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
広
島
県
・
広
島
市
・
東
広
島
市
を
は
じ
め
、
県
下
の
地
方
自
治
体
は
、
そ
の
学
識
・
知
見
に
依
頼
し
て
、
い
わ
ゆ
る
審
議
会
の

委
員
や
会
長
職
を
、
川
﨑
先
生
に
委
嘱
し
た
。
そ
れ
ら
審
議
会
の
数
は
、
多
数
に
の
ぼ
る
が
、
分
け
て
も
、
広
島
県
の
「
広
島
県
広
域
行

政
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
は
県
下
市
町
村
合
併
の
あ
り
方
を
示
す
「
提
言
」
の
作
成
に
尽
力
し
，
県
下
の
市
町
村
合
併
の
推
進
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
広
島
県
分
権
改
革
推
進
審
議
会
」
に
お
い
て
は
、
全
国
の
都
道
府
県
に
先
駆
け
て
、
合
併
後
の
基
礎
自
治

体
に
対
し
て
、
県
か
ら
の
大
幅
な
事
務
・
権
限
の
移
譲
を
行
う
べ
く
、
具
体
の
事
務
・
権
限
を
網
羅
し
た
「
分
権
改
革
推
進
計
画
」
の
策

定
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
他
に
も
、
公
益
財
団
法
人
広
島
県
市
町
村
振
興
協
会
理
事
、
中
国
経
済
連
合
会
の
道
州
制
検
討
部
会
の
主
査
な

ど
を
歴
任
さ
れ
て
い
る
。
川
﨑
先
生
の
地
域
社
会
に
対
す
る
貢
献
は
、
誠
に
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　　

最
後
に
、
先
生
は
定
年
退
職
後
、
ご
実
家
の
御
兄
様
の
営
農
を
助
け
つ
つ
、
独
自
に
露
地
も
の
野
菜
等
の
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
政
治
・
行
政
を
中
心
と
す
る
研
究
と
と
も
に
農
業
が
あ
り
、
文
字
通
り
「
晴
耕
雨
読
」
の
生
活
で
あ
る
。
誠
に
う
ら

や
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。お
住
ま
い
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
直
ぐ
近
く
で
あ
り
、キ
ャ
ン
パ
ス
で
お
見
か
け
す
る
機
会
も
多
い
。「
晴
耕
雨
読
」は
、

心
身
の
健
康
に
頗
る
良
い
と
見
え
て
、
以
前
に
も
ま
し
て
ご
壮
健
の
よ
う
に
お
見
受
け
す
る
。
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
引
き
続
き
わ

れ
等
後
進
へ
の
ご
指
導
ご
助
言
を
、
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
た
い
。


